宮島水族館

瀬戸内海の海の生き物に焦点を当てた宮島水族館は、島の周りの水の中に何がいるのか確認するのに最適な場所です。この水族館は広島県で最も古いものの1つですが、建物は2011年に全面改修されました。その昔ながらの正面の外観は周りの伝統的な景色と調和しています。エントランスホールも厳島神社と同じ赤と白で配色されています。

2つの階にわたるこの水族館は島の海の生態系を忠実に再現しています。まず始めに、ガラスの水槽の中に宮島の海岸が再現されています。人工の干潟には独自の満潮・干潮ポイントがあり、1日のうちに変化する生態系の様子が示されています。2階には、沖に浮かぶのとまったく同じ木製の筏を備えた伝統的なカキ養殖場があります。一連の水槽は山から海へと流れる水の循環を表現しており、それぞれの段階でさまざまな生物を取り上げています。

展示されている海の生物のほとんどが瀬戸内海に住んでおり、地元で捕獲されました。この水族館は、魚から甲殻類まで約350のさまざまな種を収容していますが、一番の見どころはスナメリです。瀬戸内海で生まれ育った唯一の哺乳動物であるこの人懐っこい生き物は専用の水槽を持っており、訪問者はここで餌やりの様子を見ることができます。また、在来種ではありませんがアシカやペンギン、カワウソなどの人気の動物もいくつかおり、そのすべてで定期的な餌やり公開時間が設けられています。

屋外のライブショープールでは、訓練されたアシカのショーが一日に数回開催されます。子どもたちも親も、アシカが手を振ったり、プールの周りを滑ったり、リングをキャッチしたりする姿や、さらには互いに競争する姿も見ることができます。

